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誓約書

　当社は、業務要求水準書における「入札公告時に貸与する資料」（以下「貸与資料」という。）の取扱いについて、保護すべき情報として、次のとおり誓約のうえ、下記の貸与資料を請求します。

1 貸与資料の情報の漏洩等の事実があった場合は当社が一切の責任を負います。
2 当社は、入札関連作業（以下「本作業」という。）が終了した際は速やかに貸与資料すべてを振興会に返却します。
3 当社は、当社及び当社より見積りやアドバイスの提供等を依頼された者（以下「当社等」という。）の従業員の故意又は過失により貸与資料の情報が漏洩したときであっても、取扱上の責任を免れません。
4 当社は、貸与資料を当社等の従業員で、本作業に関係のある者のみに供覧します。
5 本作業に関係のある者に対しても、当社は、本作業に必要な限度を超えて貸与資料を供覧し、又は漏洩しません。
6 当社は、貸与資料の電子計算機情報への加工は行いません。また、原則として、貸与資料の複製（写真撮影等による複製、ハードディスク等記憶媒体への保存及び印刷を含む。）を行いません。本作業上、真にやむを得ない場合は、紙面による複製に限り行い、複製した紙面資料については当社の責任において確実に管理し、原本の返却時に複製管理記録簿と共に振興会に提出します。
7 当社は、本作業に関係のない者をみだりに作業場所等の施設に立ち入らせ、又は近づかせません。
8 本作業に関係のある者に対しても、当社は、作業に必要な限度をこえて前項の施設に立ち入らせません。
9 本作業により貸与資料の内容を知り得た者が離職した後も、当社は、知り得た情報は本誓約書各項の規定と同様の管理体制により扱います。
10 振興会が必要と認めた時は、当社は、貸与資料の保全状況に関する検査を受け入れ、又は必要な指示に従います。
11 当社は、貸与資料の情報の漏洩、紛失、破壊等が発生し、またそれらの疑い若しくはおそれがあったときは、適切な措置をとるとともに、その詳細を速やかに振興会へ報告します。

記
【該当資料を記載すること】
Ｂ－①【参考資料２－５－２】「既存建物・既存工作物の図面②」
Ｂ－②【参考資料４－５】「首都高地下道路、換気所竣工図」
Ｂ－③【参考資料４－７】「独立行政法人日本芸術文化振興会事業継続計画」
Ｂ－④【参考資料４－19】「国立劇場の建築史的評価(報告書)」
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